
福
田
刃
物
工
業

　
福
田
刃
物
工
業
は
創
業
１
１
６
年
の

機
械
刃
物
専
門
メ
ー
カ
ー
。
１
９
２
１

年
に
製
本
・
紙
工
向
け
断
裁
包
丁
を
開

発
。
以
降
、
切
る
こ
と
に
関
す
る
実

績
を
積
み
上
げ
、
全
産
業
向
け
に
刃
物

を
生
産
し
て
い
る
。

　
中
で
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
フ
ィ
ル

ム
、
タ
イ
ヤ
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
需
要

で
伸
び
て
い
る
粉
砕
刃
は
、
ハ
イ
ス
や

超
硬
な
ど
全
て
の
材
質
に
つ
い
て
、
長

尺
の
「
ロ
ウ
付
け
」
が
で
き
る
技
術
と

ロ
ウ
付
け
後
に
切
り
分
け
て
製
品
に
す

る
技
術
を
使
っ
て
お
り
、
コ
ス
ト
競
争

力
も
高
い
。

　
同
社
は
全
て
正
社
員
雇
用
で
、
製
品

は
全
て
国
内
一
貫
生
産
。
顧
客
の
ニ
ー

ズ
と
仕
様
に
合
わ
せ
た
完
全
受
注
生
産

を
行
う
。
ま
た
耐
久
性
・
切
れ
味
の
向

上
を
追
求
し
つ
つ
、
長
年
の
実
績
に
基

づ
く
提
案
力
、
柔
軟
な
納
期
対
応
力
も

同
社
の
特
徴
。
さ
ら
に
購
入
前
の
相
談

か
ら
ト
ラ
ブ
ル
解
決
、
購
入
後
の
修
理

な
ど
充
実
し
た
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト

を
提
供
し
て
い
る
。

キ
ム
ラ

　
キ
ム
ラ
は
技
術
の
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し

て
、
切
断
機
や
空
き
缶
プ
レ
ス
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
減

容
梱
包
機
な
ど
ス
ク
ラ
ッ
プ
プ
レ
ス
機
は
も
と
よ

り
、
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
や
装
置
の
開
発
か

ら
製
造
、
販
売
ま
で
を
行
っ
て
い
る
。
生
産
性
を
考

慮
し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
工
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
、
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
機
械
を
独
自
で
開
発
・
提
案
し
て
い

る
。

　
特
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
プ
レ
ス
機
に
切
断
機
を
融
合
さ

せ
た
「
ギ
ロ
チ
ン
切
断
機
」
は
、
設
置
場
所
の
省
ス

ペ
ー
ス
化
や
導
入
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
貢
献
す
る
。
ギ

ロ
チ
ン
と
呼
ば
れ
る
強
力
な
切
断
機
に
よ
っ
て
プ
レ

ス
し
た
成
形
品
を
任
意
の
サ
イ
ズ
に
す
る
こ
と
が
可

能
な
た
め
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
引
き
取
り
選
別
に
対
応

で
き
る
。
プ
レ
ス
機
の
み
の
稼
働
も
可
能
で
、
標
準

機
種
の
最
大
圧
力
は

。
今
後
も
豊
富
な
技
術

の
蓄
積
と
経
験
を
生
か
し
、
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
す
る

一
品
一
様
の
モ
ノ
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
く
。

タ
ジ
リ

　
タ
ジ
リ
は
バ
イ
オ
マ
ス
系
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

向
け
な
ど
に
「
気
流
式
乾
燥
装
置
」
を
発
売
し
た
。

お
か
ら
や
木
く
ず
な
ど
の
廃
棄
物
を
乾
燥
・
粉
末
化

す
る
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
や
次
世
代
電
池
向
け
材
料
な

ど
の
乾
燥
用
途
に
も
対
応
。
装
置
価
格
は
１
０
０
０

万
円
か
ら
。

　
含
水
率

％
程
度
の
被
乾
燥
物
を
同

％
ま
で
乾

燥
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
被
乾
燥
物
を
ボ
イ
ラ
の

熱
風
で
送
り
な
が
ら
分
散
板
の
高
速
回
転
で
微
細
分

離
す
る
。
さ
ら
に
乾
燥
分
離
棟
に
お
い
て
加
熱
作
用

な
ど
で
上
昇
し
た
粉
塵
を
、
別
の
集
塵
棟
で
下
部
に

取
り
出
す
仕
組
み
。
プ
ロ
セ
ス
上
に
、
か
す
が
ほ
ぼ

滞
留
せ
ず
、
乾
燥
し
た
粉
末
を
取
り
出
せ
る
。

　
同
社
が
製
造
販
売
す
る
破
砕
機
、
造
粒
機
と
と
も

に
ラ
イ
ン
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
木
片
の
よ
う
に

水
分
を
含
ん
だ
原
料
を
乾
燥
し
、
ペ
レ
ッ
ト
化
す
る

一
貫
プ
ラ
ン
ト
の
提
供
が
可
能
に
な
る
。

ホ
ー
ラ
イ

　
ホ
ー
ラ
イ
は
半
世
紀
に
わ
た
り
、
せ
ん
断
式
粉
砕

技
術
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
リ
サ
イ
ク
ル
に
貢
献
し

て
き
た
。
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
あ
ら
ゆ

る
資
源
の
効
率
よ
い
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現
す
る
た
め

に
、
破
砕
・
粉
砕
技
術
は
重
要
な
要
素
技
術
で
あ

る
。
同
社
が
新
た
に
発
売
し
た
粉
砕
機
も
ま
た
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
現
場
で
の
作
業
効
率
を
追
求
し
て
開
発

さ
れ
た
新
鋭
機
で
あ
る
。

　
新
型
２
段
式
粉
砕
機
「
Ｋ
Ｒ
―
２
０
６
０
、
Ｘ
Ｉ

―
２
０
６
０
」
は
、
自
動
車
の
バ
ン
パ
ー
や
内
装
材

な
ど
の
大
型
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
品
の
粉
砕
を
目
的

に
開
発
さ
れ
た
機
種
で
、
小
さ
な
動
力
で
大
き
な
対

象
物
を
効
率
よ
く
粉
砕
す
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
設
計

で
、
設
置
ス
ペ
ー
ス
を
節
約
し
た
。
本
体
構
造
や
モ

ー
タ
ー
の
取
り
付
け
方
法
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
投

入
口
を
低
く
し
た
た
め
に
作
業
性
が
飛
躍
的
に
改
善

さ
れ
て
い
る
。

大
達
精
工
場

　
大
達
精
工
場
は
資
源
の
再
利
用
に
つ
な
が
る
粉
砕

機
・
破
砕
機
の
専
門
メ
ー
カ
ー
。
１
９
５
８
年
に
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
粉
砕
機
の
研
究
・
開
発
を
ス
タ
ー
ト

し
、
同
粉
砕
機
分
野
の
製
造
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

年
以
上
に
わ
た
る
経
験
と
実
績
を
背
景
に
ユ
ー
ザ

ー
か
ら
高
い
支
持
を
得
て
い
る
。

　
同
社
の
粉
砕
機
・
破
砕
機
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ

サ
イ
ク
ル
や
生
薬
、
竹
、
木
材
、
非
鉄
金
属
、
廃
棄

物
処
理
関
連
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
導
入
さ
れ
て
い

る
。
丈
夫
な
構
造
に
加
え
、
過
酷
な
使
用
条
件
に
も

強
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

　
破
砕
例
と
し
て
は
樹
脂
容
器
、
樹
脂
パ
レ
ッ
ト
、

缶
、
ビ
ン
や
産
業
廃
棄
物
、
粗
大
ゴ
ミ
、
家
屋
の
廃

材
な
ど
が
あ
る
。
各
種
用
途
で
資
源
の
再
利
用
化
を

担
う
。
テ
ス
ト
利
用
を
無
料
に
し
て
い
る
。

森
鉄
工

　
森
鉄
工
は
銑
ダ
ラ
イ
、
鋼
ダ
ラ
イ
を
は
じ
め
、

銅
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
切
削
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
つ

い
て
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
カ
タ
メ

ル
」
こ
と
へ
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　
鋳
物
鋳
造
業
界
で
は
塊
状
に
成
形
し
た
ダ
ラ
イ
粉

ブ
リ
ケ
ッ
ト
を
溶
解
原
料
に
使
用
し
大
幅
な
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
が
で
き
て
い
る
か
否
か
で
大
き
な
格
差
が
生

じ
て
い
る
。

　
キ
ュ
ポ
ラ
溶
解
向
け
に
導
入
が
進
ん
だ
ブ
リ
ケ
ッ

ト
マ
シ
ン
は
、
電
気
炉
溶
解
へ
と
広
が
り
を
み
せ
て

い
る
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
切
削
液
に
混
入

し
て
い
る
油
分
を
原
因
と
す
る
炎
と
煙
の
発
生
だ
。

同
社
の
ユ
ー
ザ
ー
は
こ
の
問
題
を
リ
ン
グ
フ
ー
ド
の

改
善
な
ど
で
解
決
し
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
。
ユ

ー
ザ
ー
は
「
炎
や
煙
の
発
生
を
ブ
リ
ケ
ッ
ト
を
導
入

し
な
い
理
由
に
す
る
こ
と
は
簡
単
。
し
か
し
困
難
を

克
服
し
な
け
れ
ば
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
は
で
き
な
い
」
と

話
し
て
い
る
。

廃
棄
物
処
理
技
術
　
有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

勝木さん

�

復
興
対
応
稼
働
率
９
７
％
に

海外、技術メニュー提案

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
社
長
徳
植
　
桂
治
氏

　
―
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
の
復
興
が
本
格
化

し
て
き
ま
し
た
。

　
「
被
災
し
た
大
船
渡
工

場

岩
手
県
大
船
渡
市

は
５
号
キ
ル
ン
で
２
０
１

１
年

月
に
セ
メ
ン
ト
生

産
を
再
開
し
、
１
号
キ
ル

ン
で
も
が
れ
き
の
焼
却
処

理
を
開
始
し
た
。
が
れ
き

処
理
は
復
興
の
一
丁
目
一

番
地
だ
。
岩
手
県
か
ら
請

け
負
っ
た

万

の
が
れ

き
処
理
を
、

年
度
末
ま

で
に
な
ん
と
し
て
も
実
行

す
る
。
ま
た
放
射
能
遮
蔽へ

い

し
ゃ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
放
射
能

汚
染
物
質
の
輸
送
技
術
な

ど
、
長
年
蓄
積
し
て
き
た

放
射
能
関
連
技
術
で
も
貢

献
し
た
い
。
除
染
技
術
も

研
究
開
発
中
だ
」

　
―

年
度
の
セ
メ
ン
ト

需
要
を
ど
う
見
ま
す
か
。

　
「

年
度
の
仕
上
が
り

に
、
復
興
需
要
が
１
０
０

万
―
２
０
０
万

上
積
み

さ
れ
る
規
模
に
な
る
だ
ろ

う
。
大
船
渡
と
い
う
セ
メ

ン
ト
業
界
で
最
も
被
災
地

に
近
い
工
場
を
中
心
に
、

安
定
供
給
責
任
を
果
た

す
。
現
在
約

％
の
工
場

稼
働
率
を

％
ま
で
高

め
、
グ
ル
ー
プ
企
業
か
ら

の
セ
メ
ン
ト
調
達
を
拡
大

す
れ
ば
需
要
に
十
分
に
対

応
で
き
る
」

　
―

年
度
に
１
０
０
０

円
を
目
標
に
取
り
組
ん
だ

セ
メ
ン
ト
値
上
げ
の
成
果

は
。

　
「
現
実
的
に
は
３
０
０

円
程
度
の
上
げ
幅
に
な
っ

た
。
満
足
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
生
コ
ン
業

界
も
苦
し
く
、
上
げ
幅
が

大
き
す
ぎ
れ
ば
輸
入
品
と

の
競
争
に
な
る
。
も
う
少

し
時
間
を
か
け
て
実
施
し

て
い
く
」

　
―

年
度
か
ら
新
た
な

中
期
３
カ
年
計
画
が
始
ま

り
ま
す
。

　
「
環
境
マ
テ
リ
ア
ル
事

業
と
海
外
事
業
を
成
長
分

野
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

マ
テ
リ
ア
ル
事
業
で
は
カ

ル
シ
ウ
ム
や
ア
ル
ミ
ナ
、

リ
ン
な
ど
ニ
ュ
ー
マ
テ
リ

ア
ル
分
野
の
商
品
メ
ニ
ュ

ー
を
広
げ
る
。
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
蛍
光
体
原
料
の
窒

化
カ
ル
シ
ウ
ム

チ
ッ
カ

ラ
イ
ト

は
本
格
販
売
を

開
始
し
、
順
調
に
伸
び
て

い
る
。
成
長
を
最
も
期
待

し
て
い
る
の
は
高
純
度
炭

化
ケ
イ
素
だ
。
次
世
代
パ

ワ
ー
半
導
体
基
板
の
材
料

に
用
途
を
見
込
ん
で
い

る
。
現
在
は
開
発
を
終
え

て
国
内
関
連
メ
ー
カ
ー
へ

の
サ
ン
プ
ル
提
供
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
だ
」

　
―
海
外
事
業
は
ど
う
育

成
し
ま
す
か
。

　
「
ベ
ト
ナ
ム
や
中
国
の

セ
メ
ン
ト
工
場
へ
の
投
資

は
継
続
し
て
い
く
。
さ
ら

に
今
後
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
海
外

展
開
を
進
め
た
い
。
海
外

セ
メ
ン
ト
工
場
の
改
良
に

当
社
の
省
エ
ネ
や
品
質
保

証
、
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
の
技
術
メ
ニ
ュ
ー
を
提

案
す
る
。
子
会
社
の
太
平

洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を

中
心
に
ま
ず
中
国
や
東
南

ア
ジ
ア
で
の
受
注
拡
大
を

狙
う
。
欧
州
金
融
危
機
や

イ
ラ
ン
問
題
な
ど
国
際
的

な
リ
ス
ク
は
多
い
が
、
リ

ス
ク
を
負
わ
な
い
こ
と
が

最
大
の
リ
ス
ク
だ
。
失
敗

を
恐
れ
ず
、

年
も
積
極

的
な
事
業
展
開
を
図
る
」

　

江
口
象

【
製
品
プ
ロ
フ
ィ
ル
】

　
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
タ
イ
プ
で
は

世
界
初
の
家
庭
用
エ
ネ
フ

ァ
ー
ム
。
発
電
効
率
は
先

行
す
る
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
タ
イ
プ

の

―

％
に
対
し
、

％
と
世
界
最
高
水
準
。
容

積
も
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
よ
り
約

％
小
型
化
。
設
置
ス
ペ
ー

ス
は
０
・
９
平
方

小
さ

い
２
平
方

と
、
や
は
り

世
界
最
小
サ
イ
ズ
を
実
現

し
た
。
都
市
ガ
ス
や
液
化

石
油
ガ
ス
か
ら
水
素
を
取

り
出
し
、
燃
料
電
池
で
発

電
。
一
般
家
庭
で
使
う
電

力
の
約

％
を
賄
え
る
と

し
て
い
る
。

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

家
庭
へ
の
設
置
に
向
け
設
計
上
の
問
題
点
を

一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
た

ＳＯＦＣ型家庭用燃料電池エネファーム（ＴｙｐｅＳ）日本力（にっぽんぶらんど）賞

材
料
使
い
分
け
コ
ス
ト
対
策

　
１
９
９
１
年
に
研
究
に
着

手
。
い
っ
た
ん
は
停
滞
し
た

も
の
の
、

年
頃
に
固
体
高

分
子
型
燃
料
電
池

Ｐ
Ｅ
Ｆ

Ｃ

の
開
発
が
加
速
し
始
め

た
と
こ
ろ
か
ら
、
固
体
酸
化

型
燃
料
電
池

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ

も
引
っ
張
ら
れ
、

年
に
研

究
所
で
の
ベ
ン
チ
テ
ス
ト
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
先
行
し
て
商
品
化
さ
れ
た

Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
の
知
見
が
蓄
積
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

「
こ
れ
を
う
ま
く
展
開
し
た

こ
と
で
、
効
率
的
に
開
発
で

き
た
。
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
と
な
る
べ

く
同
じ
も
の
を
使
っ
て
コ
ス

ト
も
削
減
し
た
」

南
條
敦

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
ト

推
進
事
業
部
副
部
長

と
振

り
返
る
よ
う
に
、
開
発
は
比

較
的
、
順
調
に
進
ん
だ
。

　
た
だ
、
熱
の
問
題
で
は
苦

労
し
た
。
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
の
中
心

部

セ
ル
ス
タ
ッ
ク

の
作

動
温
度
が

度
Ｃ
程
度
な
の

に
対
し
、
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
７
５

０
度
―
８
０
０
度
Ｃ
に
も
な

る
。
熱
に
一
番
弱
い
の
が
電

子
部
品
。
ど
こ
か
ら
外
気
が

入
り
、
熱
が
逃
げ
る
か
を
調

べ
、
熱
が
最
も
下
が
る
吸
気

口
の
そ
ば
に
電
子
機
器
を
配

置
。
さ
ら
に
、
断
熱
材
で
電

子
部
品
を
保

護
す
る
設
計

の
際
は
「
断

熱
材
は
高
価

な
の
で
、
な

る
べ
く
少
な

く
す
る
よ
う

工
夫
し
た
。

厚
い
断
熱
材

は
比
較
的
安

い
た
め
、
ス

ペ
ー
ス
に
余

裕
が
あ
る
所

は
な
る
べ
く
厚
い
材
料
に
す

る
な
ど
、
最
適
な
使
い
分
け

を
し
た
」

同

こ
と
で
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
も
徹
底
し
た
。

　
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
苦
労

し
た
の
が
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス

ト
。
研
究
室
で
の
実
証
試
験

が
終
わ
り
、

年
度
か
ら
実

際
の
家
庭
に
設
置
し
て
、
性

能
な
ど
を
確
認
し
た
。
「
実

験
室
で
は
大
丈
夫
な
の
に
、

外
に
置
い
て
み
る
と
予
期
せ

ぬ
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
し
た
」

と
い
う
。
例
え
ば
、
風
で
砂

ぼ
こ
り
が
入
っ
た
り
、
小
さ

な
虫
が
入
り
込
ん
だ
り
と
、

異
物
の
侵
入
が
頻
発
。
「
一

番
驚
い
た
の
は
、
ヤ
モ
リ
が

入
っ
て
、
フ
ァ
ン
に
引
っ
か

か
っ
て
い
た
こ
と
。
中
が
温

か
い
の
で
入
り
込
ん
だ
よ
う

だ
」
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
。

　
こ
の
ほ
か
、
工
事
業
者
が

設
置
手
法
を
誤
っ
た
り
、
水

道
水
の
水
圧
が
違
っ
て
注
水

で
き
な
い
な
ど
、
新
製
品
な

ら
で
は
の
事
態
が
発
生
。
虫

よ
け
の
た
め
の
部
品
を
加
え

る
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
対
策

を
打
ち
な
が
ら
、

年
度
ま

で
４
年
を
か
け
て
フ
ィ
ー
ル

ド
テ
ス
ト
を
終
え
た
。

　

年

月
に
販
売
を
開

始
。
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
で

の
対
策
が
奏
功
し
、
今
の
と

こ
ろ
は
順
調
だ
。
今
後
は
木

村
康
社
長
が
掲
げ
た
「

年

に
価
格
を

万
円
ま
で
下
げ

る
」
と
い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル

に
挑
む
。

　

編
集
委
員
・
大
橋
修

中
国
メ
ー
カ
ー
と
開
発

し
た
鋼
管
杭
専
用
重
機

太陽光パネル大規模施工効
率
化
ツ
ー
ル
開
発
代
理
店
利
用
促
進
サ
ン
コ
ー
テ
ク
ノ

海
外
売
上
高
比
率
２
０
％
目
標
住
友
電
設
が
年
度
内
達
成

　
サ
ン
コ
ー
テ
ク
ノ
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
地
面
に
設
置

す
る
た
め
の
鋼
管
杭
と
、
同
杭
を
施
工
す
る
専
用
重
機

く
い

を
開
発
し
た
。
同
杭
や
重
機
、
工
具
を
含
め
た
施
工
シ

ス
テ
ム
と
し
て
３
月
に
も
発
売
を
予
定
す
る
。
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
販
売
や
施
工
を
手
が
け
る
事
業
者
向
け
の
交

流
組
織
を
設
立
し
て
お
り
、
各
社
と
の
連
携
を
通
じ
て

大
規
模
太
陽
光
発
電
所

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

な
ど
の
施

工
需
要
を
取
り
込
む
。

　　 ２０１２年 平成２４年 １月２７日 金曜日 　　 （ ）

復
興
貢
献
へ
提
案

　
▽

プ
レ

ス
ト
レ
ス
ト

・
コ
ン
ク
リ

ー
ト
建
設
業

協
会
が
新
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
。
「
震

災
が
起
こ
り
、
意
を
改
め
て

策
定
に
取
り
組
ん
だ
」
と
語

気
を
強
め
る
の
は
、
会
長
で

ピ
ー
エ
ス
三
菱
社
長
の
勝
木

恒
男
さ
ん
。

　
▽

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト

Ｐ
Ｃ

は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
弱
点
を

補
う
粘
り
強
さ
が
身
上
。

「
Ｐ
Ｃ
技
術
の
良
さ
が
ま
だ

浸
透
し
て
い
な
い
。
鋼
構
造

よ
り
環
境
負
荷
が
小
さ
く
、

防
災
施
設
に
も
ふ
さ
わ
し
い

の
に
」
と
理
解
不
足
を
嘆

く
。

　
▽

新
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
津

波
に
耐
え
た
Ｐ
Ｃ
構
造
の
防

潮
水
門
を
紹
介
し
、
復
興
の

街
づ
く
り
に
Ｐ
Ｃ
人
工
地
盤

の
活
用
も
提
案
。
手
塩
に
か

け
た
新
ビ
ジ
ョ
ン
を
バ
ネ
に

「
業
界
を
挙
げ
て
復
興
に
貢

献
す
る
」
と
意
気
込
む
。

　
住
友
電
設
は
中
期
目
標
と

し
て
い
た
海
外
売
上
高
比
率

％
を
、
２
０
１
２
年
３
月

期
に
早
く
も
達
成
す
る
見
通

し
だ
。
円
高
に
よ
る
日
系
企

業
の
海
外
展
開
や
タ
イ
洪
水

の
復
旧
な
ど
で
予
想
を
超
え

る
伸
び
と
な
っ
た
。
東
南
ア

ジ
ア
や
中
国
で
の
事
業
拡
大

を
成
長
戦
略
の
柱
に
位
置
づ

け
て
お
り
、
今
後
は
イ
ン
ド

や
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
へ
の
進

出
も
検
討
し
て
い
る
。

　
海
外
売
上
高
は

年
３
月

期
が
１
３
０
億
円
程
度
で
全

売
上
高
に
占
め
る
比
率
は

％
。
そ
れ
が

年
３
月
期
は

日
系
企
業
の
海
外
進
出
の
加

速
で
上
半
期

年
４
―
９

月

で

％
ま
で
伸
び
、
さ

ら
に
タ
イ
洪
水
に
よ
る
復
旧

需
要
が
加
わ
り
下
期
も
拡
大

傾
向
が
続
く
。
そ
の
た
め
通

期
で
は
売
上
高
見
通
し
１
２

０
０
億
円
の
う
ち
、
海
外
は

２
４
０
億
円
近
く
に
達
し
そ

う
。
日
系
企
業
の
東
南
ア
ジ

ア
シ
フ
ト
は
一
時
的
で
は
な

く
、

年
度
以
降
も

％
以

上
の
水
準
が
続
く
と
し
、

「
今
後
も
海
外
で
は
二
百
数

十
億
円
を
売
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
菅
沼
敬
行
社
長
は

話
す
。

　
海
外
展
開
で
は
事
業
エ
リ

ア
の
拡
大
も
進
め
る
。
す
で

に

年
７
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
タ
イ
法
人
の
支
店
を
設
立

し
た
が
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
や

ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
進
出
の
検

討
を
始
め
た
。
す
で
に
イ
ン

ド
で
は
現
地
進
出
し
た
ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
電
気
工
事
へ
の
参

画
を
要
請
さ
れ
て
い
る
が
、

当
面
は
タ
イ
法
人
で
カ
バ
ー

し
、
拠
点
は
置
か
な
い
。
一

方
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
将
来
的

に
現
地
拠
点
を
置
く
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

　
開
発
し
た
鋼
管
杭
「
デ
ィ

ー
・
ア
ー
ス
ス
ク
リ
ュ
ー
」

は
設
置
場
所
の
地
質
調
査
を

サ
ン
コ
ー
テ
ク
ノ
が
行
い
、

導
入
す
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

規
模
や
地
盤
に
合
わ
せ
て
生

産
す
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基

礎
を
使
わ
ず
に
施
工
で
き

る
。
同
社
従
来
製
品
と
比
べ

杭
の
肉
厚
を
１
・
５
倍
の
３

・
６

―
３
・

に
し

耐
久
性
を
高
め
た
。

　
同
杭
を
施
工
す
る
専
用
重

機
を
中
国
メ
ー
カ
ー
と
開
発

し
た
ほ
か
、
モ
ー
タ
ー
を
搭

載
し
た
手
作
業
専
用
の
施
工

ツ
ー
ル
も
独
自
に
考
案
。
地

盤
の
固
さ
な
ど
に
よ
り
異
な

る
が
、
重
機
は
ハ
ン
ド
ツ
ー

ル

３
人
一
組
の
標
準
施
工

の
場
合
一
日
約

本

と
比

べ
２
―
３
倍
の
速
度
で
施
工

で
き
る
。

　
同
社
は
同
杭
や
施
工
ツ
ー

ル
を
活
用
し
た
施
工
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
研
修
環
境
を
整
備

し
、
施
工
代
理
店
向
け
に
施

工
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
販
売

も
予
定
。
現
状
は
ハ
ン
ド
ツ

ー
ル
を
最
低
１
台
保
有

一

式
１
０
０
万
―
１
５
０
万
円

を
予
定

す
る
こ
と
を
条
件

に
、
施
工
現
場
に
応
じ
て
重

機
や
引
っ
張
り
試
験
器
を
レ

ン
タ
ル
す
る
方
法
を
検
討
す

る
。

　
早
け
れ
ば
３
月
か
ら
関
東

地
方
を
中
心
に
施
工
代
理
店

を
募
集
し
、
全
国
展
開
を
目

指
す
。


